


「

あ

び

こ

の

歴

史

景

観

を

探

る

」

イ

ン

デ

ッ

ク

ス

マ

ッ

プ 

我

孫

子

西

部

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

我

孫

子

東

部
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発

刊

に

寄

せ

て 

 
 

「

我

孫

子

の

景

観

を

育

て

る

会

」

の

中

に

、

歴

史

部

会

と

い

う

分

科

会

が

発

足

し

て

六

年

、

そ

の

後

「

歴

史

景

観

を

探

る

会

」

に

改

称

し

て

、

今

な

お

活

発

な

活

動

を

続

け

て

い

ま

す

。

そ

の

活

動

の

集

大

成

と

し

て

、

こ

の

度

「

あ

び

こ

の

歴

史

景

観

を

探

る

」

と

い

う

冊

子

を

発

行

い

た

し

ま

し

た

。

 

 

こ

れ

は

、

会

員

た

ち

が

我

孫

子

の

東

西

南

北

を

く

ま

な

く

探

り

、

今

の

景

観

に

歴

史

と

い

う

座

標

軸

を

当

て

て

、

地

道

に

考

察

し

て

き

た

貴

重

な

成

果

で

す

。

 

 

古

い

に

し

え

の

、

そ

し

て

近

代

の

我

孫

子

の

風

景

の

多

く

は

失

わ

れ

ま

し

た

が

、

残

っ

た

水

辺

と

僅

か

な

斜

面

林

に

そ

の

面

影

を

追

い

、

文

献

や

史

跡

に

よ

っ

て

、

各

人

の

心

の

中

に

原

風

景

や

心

象

風

景

を

蘇

ら

せ

て

き

た

の

で

す

。

 

 
 

そ

の

こ

と

が

、

母

な

る

手

賀

沼

の

、

環

境

と

景

観

の

維

持

向

上

に

聊

か

で

も

お

役

に

た

て

ば

と

願

っ

て

き

ま

し

た

。

 

 
 

 

 

     

こ

の

冊

子

が

、

現

在

い

ま

の

我

孫

子

の

景

観

案

内

と

し

て

、

そ

し

て

歴

史

へ

の

考

察

の 

道

標

み

ち

し

る

べ

と

し

て

お

役

に

た

て

ば

幸

い

で

す

。

 

  

末

尾

に

な

り

ま

し

た

が

、

本

冊

子

の

発

行

に

あ

た

っ

て

、

多

大

な

る

ご

協

力

を

い

た

だ

き

ま

し

た

「

美

し

い

手

賀

沼

を

愛

す

る

市

民

の

連

合

会

」

に

厚

く

お

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

 

  

平

成

二

十

年

三

月

 
 

我

孫

子

の

景

観

を

育

て

る

会

 

会

長

 

吉

澤

淳

一
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発

刊

に

寄

せ

て 

 

利

根

川

水

系

沿

い

に

は

素

晴

ら

し

い

町

や

村

が

あ

り

ま

す

。

 
 

そ

の

中

で

も

美

し

い

手

賀

沼

と

共

に

生

き

て

い

る

我

孫

子

は

忘

れ

ら

れ

な

い

町

で

す

。

 

 

こ

の

た

び

「

我

孫

子

の

景

観

を

育

て

る

会

」

の

手

に

よ

っ

て

「

あ

び

こ

の

歴

史

景

観

を

探

る

」

と

い

う

冊

子

が

作

ら

れ

ま

し

た

。

 

 

我

孫

子

半

島

の

生

い

立

ち

か

ら

始

ま

っ

て

、

手

賀

沼

湖

畔

の

ス

ケ

ッ

チ

、

布

施

、

柴

崎

、

東

我

孫

子

、

布

佐

と

私

の

知

ら

な

い

と

こ

ろ

の

、

い

ろ

い

ろ

な

歴

史

と

沢

山

の

素

晴

ら

し

い

歴

史

景

観

を

教

え

て

く

れ

ま

し

た

。

 

 

流

域

に

暮

す

人

々

は

、

豊

か

な

沼

の

恵

み

に

感

謝

す

る

と

共

に

、

氾

濫

、

洪

水

な

ど

自

然

災

害

へ

の

脅

威

か

ら

、

さ

ま

ざ

ま

な

信

仰

、

習

慣

、

祭

り

、

年

中

行

事

を

育

ん

で

き

ま

し

た

。

 

私

は

水

神

信

仰

に

関

心

が

あ

り

ま

す

。

五

穀

豊

穣

を

願

う

「

お

び

し

ゃ

」

な

ど

様

々

な

事

に

関

心

を

持

っ

て

い

ま

す

。

 

   

      

会

の

皆

様

の

温

か

な

気

持

ち

が

伝

わ

っ

て

き

ま

す

。

 

こ

ん

ご

と

も

会

員

の

皆

様

の

ご

活

躍

を

願

っ

て

お

り

ま

す

。

 

  

平

成

二

十

年

三

月

 

美

し

い

手

賀

沼

を

愛

す

る

市

民

の

連

合

会
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長

 
 

田

口

 

迪

夫
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文

中

記

号

と

略

語

の

説

明

 

 

 
 

記

号

 

＊

 

１ 

①

～

は

案

内

図

中

の

①

に

対

応

し

ま

す

。

 

＊

 

２ 

二

桁

ナ

ン

バ

ー

は

○

表

示

が

出

来

な

い

の

で

２

１

は

２

①

と

表

示

し

ま

し

た

。

 

 

略

 

語

 

①

 

保

全

樹

木

；

 

我

孫

子

市

が

指

定

の

保

全

樹

木

。

現

在

２

０

７

本

が

指

定

さ

れ

て

い

ま

す

。

そ

の

内

訳

は

、

多

い

種

類

順

に

杉

６

４

本

、
 

椎

･

ス

タ

ジ

イ 

３

７

本

、

欅

 

３

１

本

、

イ

チ

ョ

ウ

２

７

本

、

 

赤

松

１

７

本

、

 

樫

１

５

本

な

ど

で

す

。

 

②

 

引

用

文

献

･

資

料

作

成

者

名

称

は

、

原

則

と

し

て

敬

称

を

省

略

し

ま

す

が

、

市

内

在

住

者

に

は

敬

称

と

し

て

…

氏

を

使

用

し

ま

し

た

。

 

 

 

 

  

      

案

内

図

凡

例

 

 

   



 

          

 

 

 

 序  

 

      「我孫子半島」の生い立ちと手賀沼の歴史景観                                         

 

 



 1

 
 

序

 

 
 

「

我

孫

子

半

島

」

の

生

い

立

ち

と

手

賀

沼

の

歴

史

景

観

 

 
 

 

（

１

）

「

我

孫

子

半

島

」

の

誕

生

 

 
 

関

東

平

野

は

、

第

四

紀

の

地

質

時

代

に

入

っ

た

頃

は

深

い

海

底

の

堆

積

盆

地

で

あ

り

ま

し

た

。

第

四

紀

も

後

半

に

入

っ

た

七

十

万

年

以

降

は

火

山

活

動

が

盛

ん

に

な

り

、

周

辺

の

富

士

、

浅

間

、

那

須

な

ど

の

火

山

か

ら

、

度

重

な

る

火

山

噴

出

物

が

下

流

域

に

供

給

さ

れ

ま

し

た

。

下

総

台

地

は

、

浅

間

、

那

須

火

山

帯

の

下

流

域

に

当

り

ま

す

。

 

 

図

・

１

は

５

千

年

前

の

関

東

を

示

し

た

も

の

で

す

が

、

千

葉

県

は

、

黒

地

部

分

の

浅

瀬

や

湖

沼

の

よ

う

な

内

海

に

囲

ま

れ

た

島

に

な

っ

て

お

り

ま

す

。

我

孫

子

は

北

辺

を

香

取

海

に

面

し

、

南

に

手

賀

沼

を

持

つ

細

長

い

半

島

に

な

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

「

我

孫

子

半

島

」

の

地

形

は

、

七

万

年

前

、

多

量

の

火

山

噴

出

物

が

鬼

怒

川

上

流

か

ら

多

量

に

供

給

さ

れ

て

香

取

海

の

入

り

江

に

沈

積

し

た

砂

州

や

自

然

堤

防

（

竜

ヶ

崎

層

）

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

六

万

年

以

降

に

な

る

と

、

相

対

的

に

急

激

な

海

面

の

降

下

が

行

わ

れ

関

東

平

野

が

出

現

し

ま

し

た

。

 
 

火

山

活

動

が

沈

静

化

し

氷

河

期

の

後

氷

期

に

入

っ

た

六

千

年

前

の

縄

文

時

代

前

期

に

は

、

海

面

は

海

抜

３

㍍

ま

で

上

昇

し

ま

し

た

。

こ

れ

は

、

「

縄

文

海

進

」

と

呼

ば

れ

、

海

は

関

東

の

奥

深

く

ま

で

侵

入

し

ま

し

た

。

そ

の

後

は

、

多

少

の

変

動

を

繰

り

返

し

な

が

ら

現

在

の

海

岸

線

近

く

ま

で

退

き

、

相

対

的

に

海

面

は

安

定

し

て

い

ま

す

。

そ

の

過

程

で

、

鬼

怒

川

と

昔

の

利

根

川

の

水

系

は

分

か

れ

ま

し

た

。

鬼

怒

川

は

我

孫

子

の

北

辺

を

流

れ

て

香

取

海

に

、

利

根

川

は

古

東

京

湾

に

流

れ

ま

し

た

。

そ

し

て

鬼

怒

川

下

流

の

香

取

海

の

入

り

江

に

出

来

た

氾

濫

原

は

ラ

グ

ー

ン

（

潟

）

化

し

て

多

く

の

湖

沼

と

湿

原

を

形

成

し

、

中

世

以

降

は

「

藺

沼

い

ぬ

ま

 

」

と

呼

ば

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

 

 

図

・

２

は

明

治

初

期

の

地

図

か

ら

作

成

し

た

手

賀

沼

と

利

根

川

の

図

で

す

が

、

現

利

根

川

沿

い

に

「

我

孫

子

半

島

」

の

誕

生

当

時

の

砂

州

と

自

然

堤

防

の

残

骸

が

並

ん

で

い

る

こ

と

が

読

み

取

れ

ま

す

。

 

 
 

我

孫

子

は

、

古

来

水

産

物

豊

な

香

取

海

と

手

賀

沼

に

面

す

る

と

い

う

地

理

的

環

境

も

あ

っ

て

、

後

期

旧

石

器

時

代

、

縄

文

時

代

か

ら

歴

史

あ

る

土

地

柄

で

あ

り

ま

し

た

。

そ

の

知

り

う

る

歴

史

は

後

期

旧

石

器

時

代

に

始

ま

り

ま

す

。

そ

の

発

掘

さ

れ

た

遺

跡

は

、

我

孫

子

駅

北

口

、

柴

崎

妻

子

原

、

中

峠

鹿

島

前

、

湖

北

高

校

の

日

秀

西

、

新

木

、

西

大

作

、

北

大

作

な

ど

に

分

布

し

ま

す

。

 

縄

文

時

代

以

降

の

遺

跡

は

我

孫

子

の

台

地

に

広

く

分

布

す

る

よ

う

に

な

り

ま

す

。

香

取

海

と

手

賀

沼

か

ら

の

水

産

資

源

が

豊

な

事

も

あ

っ

て

多

く

の

人

々

が

生

活

し

て

い

た

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

 

外

国

の

歴

史

に

対

比

す

る

と

、

縄

文

時

代

後

期

は

Ｂ

Ｃ

３

，

０

０

０

年

の

エ

ジ

プ

ト

文

明

、

Ｂ

Ｃ

２

，

７

０

０

年

の

イ

ン

ダ

ス

文

明

、

中

国

殷

の

時

代

に

相

当

し

、

温

暖

時

期

に

入

っ

て

海

面

上

昇

の

あ

っ

た

縄

文

末

期

～

弥

生

時

代

は

Ｂ

Ｃ

１

，

０

０

０

年

頃

に

相

当

し

ま

す

。

 

 

（

２

）

 

古

墳

時

代

 
 

 

我

孫

子

の

古

墳

時

代

は

四

世

紀

代

か

ら

幕

開

け

し

ま

す

。

図

・

３

に

示

さ

れ

る

よ

う

に

当

時

の

古

墳

は

、

手

賀

沼

周

辺

か

ら

姉

ヶ

崎

（

市

原

市

）

、

千

葉

の

地

か

ら

成

田

を

通

る

国

道

５

１

号

線

沿

い

（

印

旛

沼

沿

い

）

に

亘

る

地

域

（

下

海

上

し

も

つ

う

な

が

み

国

、

印

旛

国

、

菊

間

国

、

上

海

上

国

）

に

分

布

し

て

い

ま

し

た

。

 
沼

南

の

北

の

作

１

号

墳

は

、

三

世

紀

後

半

～

四

世

紀

前

半

、

東

葛

最

古

の

古

墳

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

我

孫

子

で

は

、

高

野

山

の

水

神

山

古

墳

が

最

も

古

い

と

推

測

さ

れ

て

い

ま

す

。

現

在

の

手

賀

沼

北

岸

に

分

布

す

る

我

孫

子

古

墳

群

の

多

く

は

、

四

世

紀

末

以

降

に

造

ら

れ

た

も

の

で

大

和

朝

廷

の

影

響

を

受

け

て

い

る

も

の

も

あ

り

ま

す

。

謂

わ

ば

大

和

政

権

東

国

支



 2

配

が

及

ん

だ

時

代

と

考

え

ら

れ

、

「

北

の

作

」

古

墳

に

代

わ

っ

て

手

賀

沼

周

辺

を

政

治

的

に

支

配

す

る

こ

と

に

な

っ

た

も

の

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

 

我

孫

子

古

墳

群

か

ら

離

れ

た

位

置

に

造

ら

れ

た

五

世

紀

後

半

の

金

塚

古

墳

、

六

世

紀

前

半

の

久

寺

家

古

墳

は

、

そ

れ

ぞ

れ

の

時

期

の

水

上

、

陸

上

交

通

の

要

衝

の

地

に

造

ら

れ

た

も

の

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

 

七

～

九

世

紀

に

な

る

と

岡

発

戸

・

都

部

の

谷

東

側

の

湖

北

の

地

で

も

古

墳

が

造

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

す

。

こ

れ

が

い

わ

ば

「

湖

北

古

墳

群

」

で

す

が

、

規

模

の

小

さ

い

円

墳

が

多

い

の

が

特

徴

で

す

。

近

年

、

湖

北

の

野

守

遺

跡

・

日

秀

西

遺

跡

な

ど

の

発

掘

で

「

相

馬

郡

意
お

布
ぶ

郷

ご

う

」

に

繋

が

る

古

代

集

落

の

全

容

が

徐

々

に

判

っ

て

き

ま

し

た

。

 

古

墳

時

代

末

期

の

飛

鳥

時

代

、

大

化

の

改

新

（

6
4
5

）

以

降

、

我

孫

子

は

七

道

制

の

も

と

東

海

道

に

組

入

れ

ら

れ

て

い

ま

し

た

。

当

時

の

「

東

海

道

」

は

、

東

回

り

が

下

総

国

府

（

市

川

）

・

河

曲

駅

(

現

千

葉

付

近

)

か

ら

現

国

道

５

１

号

線

沿

い

に

香

取

神

宮

参

道

分

岐

の

駅

を

経

て

常

陸

国

府

に

通

じ

て

い

ま

し

た

。

 

奈

良

時

代

、

養

老

二

年

（

7
1
8

）

に

は

駅

伝

馬

制

度

が

で

き

ま

し

た

。

図

・

４

は

西

暦

7
7
1

～

8
0
5

年

頃

の

東

海

道

を

示

し

た

も

の

で

す

。

鹿

島

道

を

通

ら

な

い

で

我

孫

子

を

通

る

新

し

い

道

が

、

使

わ

れ

始

め

た

頃

の

東

海

道

図

で

す

。

近

年

湖

北

の

地

に

「

相

馬

郡

衙

」

と

「

於

賦

駅

」

の

存

在

が

想

定

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

が

、

湖

北

の

地

は

、

永

い

間

重

要

な

交

通

の

要

衝

で

あ

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

 

 

奈

良

時

代

の

「

常

陸

風

土

記

」

（

和

銅

六

年

 
7
1
3

）

＊

１ 

で

は

「

東

は

大

海

、

南

は

下

総

と

常

陸

と

の

堺

な

る

安

是

の

瑚

、

西

は

流

海

・

・

・

・

」

と

当

時

の

香

取

海

を

伝

え

て

い

ま

す

。

 
 

手

賀

沼

は

香

取

海

か

ら

内

陸

に

入

る

重

要

な

水

上

ル

ー

ト

で

あ

り

ま

し

た

。

 

 

（

３

）

 

江

戸

時

代

 

長

い

乱

世

の

後

、

徳

川

家

康

が

江

戸

に

入

っ

て

直

ぐ

文

禄

三

年

（

1
5
9
4

）

、

利

根

川

を

銚

子

に

流

す

利

根

川

東

遷

工

事

が

始

ま

り

ま

し

た

。

六

十

年

後

に

そ

の

東

遷

大

事

業

は

完

成

し

ま

し

た

。

し

か

し

、

も

と

も

と

氾

濫

を

繰

り

返

し

て

き

た

利

根

川

の

下

流

と

な

っ

た

「

藺

沼

」

は

、

そ

の

影

響

で

洪

水

が

頻

発

し

ま

し

た

。

洪

水

は

、

利

根

川

上

流

か

ら

多

量

の

土

砂

を

も

運

び

川

筋

に

自

然

堤

防

を

造

り

、

後

背

地

に

は

新

し

い

低

湿

地

を

広

げ

て

多

く

の

小

沼

を

つ

く

り

ま

し

た

。

図

・

２

に

示

さ

れ

る

現

利

根

川

沿

い

の

後

背

地

に

造

ら

れ

た

和

田

沼

の

ほ

か

北

新

田

の

本

願

寺

、

柴

崎

、

柴

崎

下

沼

な

ど

は

そ

の

一

例

で

す

。

 

 

ま

た

、

そ

れ

ま

で

手

賀

沼

は

、

銚

子

か

ら

松

戸

に

通

じ

る

水

上

ル

ー

ト

と

な

っ

て

い

ま

し

た

が

、

利

根

川

の

東

遷

後

は

布

佐

に

堤

防

が

出

来

た

た

め

、

手

賀

沼

に

直

通

が

出

来

な

く

な

り

ま

し

た

。

 

 

（

４

）

 

現

代

の

手

賀

沼

 

戦

後

の

昭

和

二

十

一

年

か

ら

二

十

年

か

け

て

行

わ

れ

た

印

旛

・

手

賀

沼

干

拓

事

業

は

、

手

賀

沼

の

形

を

大

き

く

変

え

ま

し

た

。

手

賀

沼

は

そ

の

面

積

の

四

割

が

水

田

と

な

り

、

金

山

落

の

下

手

賀

沼

は

分

離

し

、

手

賀

沼

の

東

半

分

は

手

賀

川

と

な

り

利

根

川

に

流

れ

ま

し

た

。

 

ま

た

昭

和

末

期

の

高

度

経

済

成

長

で

、

周

辺

地

域

の

都

市

化

・

宅

地

化

が

進

ん

だ

た

め

、

湖

水

の

水

質

汚

染

は

一

気

に

進

み

ま

し

た

。

そ

し

て

夏

に

は

ア

オ

コ

が

毎

年

異

常

発

生

し

、

悪

臭

が

広

が

り

、

二

十

七

年

間

連

続

水

質

ワ

ー

ス

ト

１

を

平

成

十

三

年

ま

で

続

け

ま

し

た

。

 

そ

の

た

め

導

水

事

業

が

検

討

さ

れ

、

平

成

十

二

年

四

月

か

ら

北

千

葉

導

水

事

業

に

よ

る

浄

化

用

水

の

導

入

が

開

始

し

ま

し

た

。

 

水

質

の

改

善

は

、

北

千

葉

導

水

事

業

に

よ

る

浄

化

用

水

の

手

賀

沼

導

入

で

行

わ

れ

ま

し

た

。

 

 



 3

（

５

）

 

「

美

し

い

日

本

の

歴

史

風

土

準

１

０

０

選

」

 

我

孫

子

市

は

、

（

財

）

古

都

保

存

財

団

な

ど

主

催

の

古

都

保

存

法

四

十

周

年

記

念

事

業

の

「

美

し

い

日

本

の

風

土

１

０

０

選

」

に

応

募

し

準

１

０

０

選

に

入

り

ま

し

た

。

京

都

、

奈

良

な

ど

の

世

界

遺

産

級

の

地

域

が

含

ま

れ

る

中

、

我

孫

子

の

景

観

資

質

の

高

さ

が

証

明

さ

れ

ま

し

た

。

そ

れ

は

、

古

墳

群

、

城

址

、

社

寺

仏

閣

、

文

化

人

と

の

深

く

係

わ

っ

た

手

賀

沼

・

利

根

川

の

自

然

景

観

・

歴

史

景

観

の

存

在

が

大

き

い

と

想

わ

れ

ま

す

。

 

 

図

・

１ 
 

５

千

年

前

の

関

東

 
 

 
 

鈴

木

公

雄

 

＊

２ 

               

図

・

２ 

明

治

初

期

の

手

賀

沼

と

利

根

川

 

―

 

現

在

に

残

る

我

孫

子

半

島

地

形
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図

・

３ 

千

葉

県

北

部

の

前

方

後

円

墳

と

国

造

く

に

の

み

や

つ

こ

国

 
 

 

（

 

甘

粕

 

健

 

図

 

＊

３

）

 

 

  

  

図

・

４ 

７

７

１

～

８

０

５

年

頃

の

東

海

道

駅

路

 

＊

４ 

 

 

 


